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轡

評

杉
崎
泰
一
郎
著

『
E
世
紀
の
修
道
院
と
社
会
』

　
　
　
　
　
（
原
書
房
、
一
九
九
九
年
）

阿
　
部

包

　
本
書
は
、
著
者
が
～
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
八
年
に
か
け
て
、

『
上
智
史
学
匝
、
『
紀
尾
井
史
學
』
、
『
中
世
研
究
』
、
『
基
督
教
学
』
、

『
西
洋
史
学
』
お
よ
び
上
智
大
学
中
世
思
想
研
究
所
編
『
中
世
思

想
原
典
集
成
』
に
発
表
し
た
諸
論
文
か
ら
な
る
論
文
集
で
あ
る
。

今
回
、
一
書
に
纏
め
る
に
当
た
っ
て
、
初
出
時
の
表
題
は
そ
れ
ぞ

れ
新
し
く
改
め
ら
れ
た
。
全
体
は
二
部
構
成
で
あ
る
。
第
一
部
は

「
広
報
文
書
と
し
て
の
奇
跡
物
語
」
、
第
二
部
は
「
使
徒
的
生
活
を

め
ざ
す
隠
修
士
と
社
会
」
。
前
者
は
「
『
奇
跡
に
つ
い
て
』
に
み
る

修
道
院
と
社
会
の
諸
相
」
、
「
島
牧
活
動
と
し
て
の
奇
跡
物
語
－
亡

霊
課
を
中
心
に
一
」
の
二
章
か
ら
な
り
、
後
者
は
「
改
革
理
念
の

弁
明
と
流
布
　
ク
レ
ル
ヴ
ォ
ー
の
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
著
『
グ
イ
レ

ル
ム
ス
修
道
院
長
へ
の
弁
明
』
」
、
「
荒
れ
野
の
楽
園
と
社
会
i
ラ
・

グ
ラ
ン
ド
・
シ
ャ
ル
ト
ル
ー
ズ
修
道
院
の
成
立
と
発
展
」
、
「
正
統

と
異
端
の
は
ざ
ま
の
隠
修
士
た
ち
」
の
三
章
か
ら
な
る
。
第
一
部
、

第
二
部
と
も
に
「
序
」
と
「
結
び
に
か
え
て
」
が
付
さ
れ
、
さ
ら

に
全
体
を
「
は
じ
め
に
」
と
「
お
わ
り
に
」
が
囲
む
と
い
う
結
構

に
な
っ
て
い
る
。

　
十
二
世
紀
の
教
会
の
捌
新
に
つ
い
て
は
既
に
隈
な
く
研
究
し
尽

く
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
し
か
し
、
当
時
の
修
道
院
で

は
「
奇
跡
集
、
聖
人
伝
、
教
訓
逸
話
集
な
ど
の
広
報
的
性
格
の
強

い
文
書
が
多
数
書
か
れ
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
歴
史
研
究
の
対
象

と
し
て
盛
ん
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
六
〇
年
代

に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
量
が
膨
大
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ

の
分
析
と
解
釈
は
ま
だ
途
上
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
（
「
は
じ

め
に
」
6
頁
）
。
そ
こ
で
著
者
は
、
そ
の
時
代
の
「
修
道
士
た
ち

の
広
報
活
動
に
注
冒
し
、
関
連
す
る
資
料
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

情
報
を
発
信
し
た
修
道
士
と
、
い
わ
ば
観
客
と
し
て
こ
れ
を
受
信

し
た
修
道
院
外
部
の
人
々
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
」
（
同
7

頁
）
よ
う
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　
考
察
の
対
象
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
伝
統
的
な
ク
リ
ユ
ニ
ー
、
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改
革
派
の
旗
手
シ
ト
i
、
観
想
生
活
の
ラ
・
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ャ
ル

ト
ル
ー
ズ
、
遍
歴
説
教
活
動
の
フ
ォ
ン
ト
ヴ
ロ
ー
、
多
数
の
俗
人

を
受
け
入
れ
た
グ
ラ
ン
モ
ン
の
各
修
道
院
で
あ
る
。
因
み
に
シ
ト
i

以
下
は
隠
修
士
修
道
院
で
あ
る
。
情
報
の
受
け
手
を
意
識
し
た
修

道
士
た
ち
の
活
動
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
俗
人
に
関
す

る
理
解
を
得
る
と
い
う
「
懸
案
課
題
」
も
達
せ
ら
れ
る
、
と
い
う

の
が
著
者
の
期
待
で
あ
る
（
同
8
～
9
頁
）
。

　
先
ず
第
一
部
。
ク
リ
ユ
ニ
ー
の
第
九
代
目
修
道
院
長
ペ
ト
ル
ス
・

ウ
ェ
ネ
ラ
ビ
リ
ス
（
在
位
一
＝
一
二
～
五
六
年
）
が
執
筆
し
た

『
奇
跡
に
つ
い
て
』
の
主
と
し
て
社
会
背
景
が
投
影
し
た
物
語
、

さ
ら
に
同
書
収
録
の
亡
霊
課
と
ド
イ
ツ
の
シ
ト
ー
会
修
道
士
カ
イ

ス
テ
ル
バ
ハ
の
カ
エ
サ
リ
ウ
ス
著
『
奇
跡
に
関
す
る
対
話
』
が
資

料
で
あ
る
。

　
ク
リ
ユ
ニ
ー
修
道
士
の
出
自
は
領
主
身
分
で
、
彼
ら
の
寄
進
が

修
道
院
の
貴
重
な
財
源
で
あ
り
両
者
の
関
係
は
密
接
だ
っ
た
。
ペ

ト
ル
ス
は
、
修
道
院
の
権
益
を
侵
す
（
修
道
院
財
産
の
私
有
化
や

教
会
財
産
横
領
）
悪
し
き
領
主
や
、
聖
体
の
秘
蹟
を
冒
涜
す
る
食

欲
で
迷
信
深
い
農
夫
を
桐
喝
す
る
｝
方
、
「
罪
人
の
避
難
所
」
と

し
て
の
修
道
院
の
伝
統
的
な
役
割
を
投
影
し
た
俗
人
救
済
方
法
を

示
す
（
教
会
や
修
道
院
へ
の
審
進
、
ミ
サ
・
祈
祷
の
依
頼
）
。

　
そ
の
反
面
、
彼
は
『
奇
跡
に
つ
い
て
輪
第
二
巻
の
半
分
以
上
を

占
め
る
司
教
マ
タ
エ
ウ
ス
伝
を
通
し
て
、
修
道
士
と
し
て
も
司
教

と
し
て
も
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
改
革
精
神
を
体
現
し
て
規
律
粛
正
に
尽

力
し
な
が
ら
「
使
徒
的
生
活
」
の
模
範
（
「
心
に
謙
遜
を
衣
に
清

貧
を
」
）
を
示
し
た
修
道
士
を
称
え
た
。
こ
の
マ
タ
エ
ウ
ス
伝
と

修
道
士
ゲ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
伝
か
ら
は
、
新
興
修
道
会
に
よ
る
「
使
徒

的
生
活
」
（
断
食
、
徹
夜
、
苦
行
等
）
に
対
す
る
ペ
ト
ル
ス
の
共

感
と
改
革
へ
の
意
欲
が
は
っ
き
り
読
み
取
ら
れ
る
。

　
次
に
ペ
ト
ル
ス
の
亡
霊
護
と
軒
忍
サ
リ
ウ
ス
の
そ
れ
が
比
較
分

析
さ
れ
る
。
前
者
は
所
謂
「
煉
獄
の
誕
生
」
（
ル
・
ゴ
フ
）
直
前
、

後
者
は
煉
獄
誕
生
後
告
解
制
度
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
直
後
の
も
の

で
あ
る
。
両
者
に
共
通
す
る
の
は
「
現
世
の
行
い
に
応
じ
て
来
世

で
報
い
を
受
け
る
こ
と
を
亡
霊
に
語
ら
せ
る
こ
と
で
、
生
者
へ
の

教
訓
を
綴
っ
た
」
点
で
あ
る
。
著
者
は
背
景
と
し
て
書
賃
理
論
の

確
立
と
教
会
に
よ
る
モ
ラ
ル
面
の
教
化
の
進
展
を
指
摘
す
る
。
ペ

ト
ル
ス
に
は
修
道
院
権
益
を
守
る
意
図
が
明
瞭
だ
が
、
カ
エ
サ
リ

ウ
ス
は
そ
こ
か
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
て
「
俗
人
の
信
心
行
を
も
救

済
に
有
効
な
手
段
と
し
て
認
め
、
世
俗
社
会
の
教
化
に
向
か
う
姿
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勢
」
を
示
し
て
い
る
。

　
ペ
ト
ル
ス
が
描
く
亡
霊
は
、
教
会
の
モ
ラ
ル
の
語
り
部
で
あ
り
、

彼
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
枠
に
収
め
る
べ
く
換
骨
奪
胎
さ
れ
た

「
飼
い
馴
ら
さ
れ
た
亡
霊
」
で
あ
る
。
一
方
カ
エ
サ
リ
ウ
ス
が
描

く
そ
れ
は
、
司
牧
対
象
の
庶
民
へ
の
広
が
り
を
反
映
し
て
、
民
衆

の
問
に
根
強
く
残
存
し
て
い
た
土
着
信
仰
の
亡
霊
に
近
づ
い
て
い

る
。
著
者
は
次
の
よ
う
に
読
み
解
く
。
「
土
着
信
仰
が
根
強
く
残

る
大
衆
を
教
化
す
る
た
め
に
、
彼
は
敢
え
て
土
着
の
亡
霊
の
悪
魔

的
、
暴
力
的
な
性
格
を
と
り
い
れ
る
こ
と
で
、
民
衆
の
心
性
と
の

接
点
を
探
っ
て
い
た
。
」
ま
た
、
「
俗
人
が
世
俗
生
活
を
行
い
な
が

ら
内
面
で
改
心
し
た
り
、
個
人
の
信
心
行
為
を
行
う
こ
と
を
高
く

評
価
し
、
修
道
士
の
み
が
独
占
し
て
い
た
内
面
的
な
信
仰
生
活
を

全
信
徒
に
広
げ
る
べ
く
努
力
し
た
の
で
あ
る
。
」
（
一
＝
貰
）

　
第
二
部
は
「
使
徒
的
生
活
を
め
ざ
す
隠
修
士
と
社
会
」
で
あ
る
。

十
～
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
に
始
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
を
経
て
遂
に
は
全

西
欧
に
広
ま
っ
た
隠
修
士
運
動
で
あ
る
が
、
旧
来
の
修
道
制
支
持

陣
営
と
の
間
に
は
少
な
か
ら
ぬ
軋
礫
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
グ
レ

ゴ
リ
ウ
ス
改
革
を
推
進
す
る
教
皇
た
ち
は
、
聖
職
者
の
綱
紀
粛
正

や
俗
人
司
牧
の
推
進
の
た
め
に
し
ば
し
ば
彼
ら
の
活
動
を
支
援
し

た
。
ま
た
、
各
地
の
司
教
た
ち
も
彼
ら
を
改
革
の
前
線
基
地
と
し

て
重
視
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
同
時
に
隠
修
士
修
道
院
が
司
教
の

保
護
監
督
下
に
入
り
、
教
会
組
織
に
正
式
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ

と
を
も
意
味
す
る
。
各
修
道
院
が
受
動
性
か
ら
自
発
性
へ
と
移
行

し
つ
つ
あ
っ
た
俗
人
の
欲
求
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
と
い
う
問

題
は
、
必
然
的
に
教
会
権
力
の
介
入
や
修
道
院
自
体
の
変
質
と
関

係
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
は
剛
弁
明
隠
に
お
い
て
、
ク
リ
ユ
ニ
ー
の
修

道
理
念
を
称
賛
し
つ
つ
も
、
現
実
の
悪
弊
や
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス

の
『
戒
律
』
か
ら
の
逸
脱
（
飲
食
、
衣
服
、
修
道
院
長
の
怠
慢
・

高
慢
、
修
道
院
内
の
装
飾
等
）
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
隠

修
士
的
理
想
に
～
致
す
る
シ
ト
国
会
の
使
徒
的
生
活
を
弁
明
し
広

く
知
ら
し
め
た
。
使
徒
的
生
活
の
理
想
を
分
か
ち
合
う
の
は
、
多

様
な
修
道
士
ば
か
り
で
は
な
い
。
俗
人
を
含
む
教
会
内
の
諸
身
分

も
共
に
分
か
ち
合
う
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
わ
れ
わ
れ
は
一

枚
の
着
物
と
な
ろ
う
で
は
な
い
か
」
と
い
う
彼
の
言
葉
は
、
直
接

的
に
は
修
道
士
へ
の
呼
び
か
け
だ
と
し
て
も
象
徴
的
で
あ
る
。

　
厳
し
い
山
中
の
ラ
・
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ャ
ル
ト
ル
ー
ズ
修
道
院
は
、

独
居
と
藍
住
を
融
合
さ
せ
た
独
自
の
修
道
院
生
活
（
断
食
、
沈
黙
、
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清
貧
、
手
仕
事
、
読
書
、
典
礼
等
）
、
修
道
士
と
別
棟
居
住
だ
が

助
修
士
の
参
加
、
正
統
的
姿
勢
（
托
鉢
、
遍
歴
、
女
性
の
受
け
入

れ
ば
な
い
）
、
死
者
祈
祷
の
禁
止
、
等
を
特
徴
と
す
る
。
寄
進
に

は
慎
重
、
放
浪
修
道
士
の
訪
問
は
拒
み
、
「
荒
れ
野
に
隠
遁
す
る
」

理
想
を
実
現
し
つ
つ
も
、
シ
ト
i
会
（
ベ
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
）
、
ク

リ
ユ
ニ
ー
修
道
院
（
ペ
ト
ル
ス
）
と
の
情
報
交
換
に
よ
っ
て
そ
の

存
在
は
広
く
知
ら
れ
た
。

　
フ
ォ
ン
ト
ヴ
ロ
ー
修
道
院
を
創
立
し
た
ア
ル
ブ
リ
ッ
セ
ル
の
ロ

ベ
ル
ト
ゥ
ス
は
、
使
徒
的
生
活
を
希
求
す
る
運
動
の
先
駆
者
の
一

人
目
あ
る
。
著
者
は
、
『
第
一
伝
記
』
と
近
年
発
兇
さ
れ
た
『
第

二
伝
記
撫
完
全
版
の
仏
訳
と
の
比
較
分
析
に
基
づ
い
て
、
言
わ
ば

史
的
ロ
ベ
ル
ト
ゥ
ス
像
と
彼
の
死
後
に
お
け
る
同
修
道
院
の
変
質

を
描
い
て
い
る
。
彼
の
活
動
の
核
心
は
、
遍
歴
説
教
に
よ
る
司
牧

に
あ
る
。
み
す
ぼ
ら
し
い
服
装
や
極
端
な
苦
行
、
聖
職
者
の
身
分

的
優
位
を
無
視
す
る
姿
勢
は
、
し
ば
し
ば
高
位
聖
職
者
の
非
難
を

浴
び
た
。
彼
の
活
動
に
対
す
る
俗
人
の
熱
狂
も
、
彼
を
異
端
視
さ

せ
か
ね
な
か
っ
た
。
彼
に
岡
修
道
院
の
創
建
を
促
し
た
の
は
ポ
ワ

テ
ィ
エ
司
教
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
を
正
統
的
な
修
道
院
の
枠
内

に
引
き
戻
す
た
め
だ
っ
た
。
岡
修
道
院
は
男
女
併
存
で
、
ロ
ベ
ル

ト
ゥ
ス
に
よ
っ
て
修
道
院
内
に
レ
プ
ラ
患
者
施
設
、
病
者
の
館
、

元
娼
婦
収
容
施
設
が
設
け
ら
れ
た
。
彼
護
身
は
後
継
者
ペ
ト
下
心
ュ

修
道
女
に
修
道
院
を
委
ね
、
苦
行
と
説
教
の
逓
歴
生
活
に
戻
っ
た
。

ペ
ト
ロ
ニ
ュ
は
、
師
の
死
後
二
つ
の
『
伝
記
』
で
「
師
の
正
統
的

側
面
の
み
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
フ
ォ
ン
ト
ヴ
ロ
ー
修
道
院
の
保

守
化
と
権
力
委
譲
の
正
統
性
を
知
ら
し
め
よ
う
と
し
た
偏
（
二
四

五
頁
）
。
こ
う
し
て
ペ
ト
ロ
ニ
ュ
の
許
、
フ
ォ
ン
ト
ヴ
ロ
ー
修
露

出
は
遍
歴
説
教
や
極
端
な
苦
行
を
放
棄
し
、
修
道
女
中
心
の
修
道

院
（
公
文
書
に
は
「
女
子
修
道
院
」
の
記
載
も
）
に
な
っ
て
行
く
。

批
判
を
か
わ
す
た
め
で
あ
る
。
十
二
世
紀
と
い
う
時
代
は
、
ロ
ベ

ル
ト
ゥ
ス
の
精
神
を
生
か
し
き
る
ほ
ど
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

　
グ
ラ
ン
モ
ン
修
道
会
は
カ
リ
ス
マ
的
な
隠
修
士
ミ
ュ
レ
の
ス
テ

フ
ァ
ヌ
ス
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。
特
微
は
、
清
貧
を
実
践
し
、

貧
者
を
救
済
し
、
創
立
者
の
聖
遺
物
に
纏
わ
る
奇
跡
物
語
の
流
布

（
広
報
活
動
）
に
よ
っ
て
多
く
の
巡
礼
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
あ

る
が
、
何
と
奮
っ
て
も
画
期
的
な
の
は
、
助
修
士
を
修
道
士
と
対

等
に
扱
っ
た
点
で
あ
る
。
彼
ら
は
岡
じ
棟
に
住
み
、
共
に
聖
務
日

課
に
参
加
し
、
修
道
院
会
議
に
出
席
、
発
心
、
投
票
す
る
権
利
を
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持
ち
、
総
会
出
席
権
も
対
等
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
各
支
院
の
事

実
上
の
管
理
・
経
営
は
助
修
士
が
行
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

聖
職
者
と
俗
人
と
の
平
等
は
、
当
時
と
し
て
は
革
新
的
で
多
く
の

俗
人
の
入
会
を
促
し
た
。
し
か
し
、
両
者
の
問
に
は
次
第
に
軋
礫

が
生
じ
、
幾
多
の
紆
余
曲
折
の
末
最
後
に
は
教
皇
の
介
入
を
招
き
、

反
乱
し
た
助
修
士
の
破
門
で
決
着
し
た
。

　
自
発
的
な
信
仰
の
発
現
に
目
覚
め
、
従
属
的
な
地
位
に
甘
ん
ず

る
こ
と
に
反
発
す
る
俗
人
た
ち
に
と
っ
て
、
俗
人
の
権
限
を
大
き

く
認
め
る
グ
ラ
ン
モ
ン
修
道
院
は
魅
力
的
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
十
二
世
紀
の
教
会
は
次
の
世
紀
に
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

教
皇
を
頂
点
に
頂
く
聖
職
者
中
心
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
形
成
し
つ

つ
あ
っ
た
。
教
会
権
力
の
介
入
に
よ
る
先
の
決
着
の
大
き
な
背
景

で
あ
る
。

　
著
者
が
分
析
し
て
見
せ
て
く
れ
た
の
は
、
基
本
的
に
は
十
三
世

紀
に
大
き
な
結
実
を
見
る
こ
と
に
な
る
修
道
院
に
お
け
る
「
使
徒

的
生
活
」
の
先
駆
的
試
み
、
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
。
伝
統
の
ク
リ
ユ
ニ
ー
内
部
の
「
使
徒
的
生
活
」
へ
の

共
感
と
改
革
へ
の
意
欲
、
そ
し
て
シ
ト
！
か
ら
グ
ラ
ン
モ
ン
に
至

る
隠
修
士
修
道
院
の
言
わ
ば
早
す
ぎ
た
試
み
と
そ
の
結
果
と
し
て

の
挫
折
と
変
質
が
、
（
新
発
見
を
含
む
）
資
料
の
丹
念
な
読
解
と

分
析
を
通
し
て
跡
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。

　
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
著
者
自
身
が
記
し
て
い
る
「
教
会
と
の

軋
礫
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
い
っ
た
隠
修
士
修
道
院
」
の
調
査
に
基

づ
く
こ
の
時
代
の
隠
修
士
（
二
七
六
頁
）
の
全
体
像
の
解
明
を
望

み
た
い
。
ま
た
、
司
教
と
は
違
っ
て
敵
対
者
を
破
門
す
る
権
利
の

な
い
修
道
士
が
代
替
行
為
と
し
て
行
な
っ
た
「
呪
謁
の
典
礼
」

（
二
八
一
頁
）
に
関
す
る
研
究
も
進
め
て
、
修
道
院
理
解
に
新
た

な
視
点
を
導
入
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
最
後
に
、
単
な
る
誤
植
、
変
換
間
違
い
の
類
以
外
の
若
干
の
誤

記
を
指
摘
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
。
三
八
頁
の
引
用
5
行
目
「
ゲ
ラ

ル
ド
ゥ
ス
修
道
院
長
」
は
「
ゲ
ラ
ル
ド
ゥ
ス
修
道
士
」
、
二
二
八

頁
の
1
0
行
目
「
翌
一
一
〇
九
年
」
は
「
翌
一
〇
九
六
年
」
の
誤
り

と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
一
九
二
頁
6
行
目
の
参
照
が
指
示
さ
れ
て

い
る
表
一
は
三
〇
〇
～
三
〇
三
頁
の
「
1
！
、
1
2
世
紀
に
創
立
し
た

隠
修
士
修
道
院
一
覧
」
で
あ
ろ
う
が
、
本
文
中
に
頁
数
を
指
示
し

た
り
、
三
〇
〇
頁
の
見
出
し
に
「
二
一
」
の
表
詑
を
付
す
な
ど
の

配
慮
が
欲
し
か
っ
た
。
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